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令和７年度入学式式辞 

 

校長 村中 利章  

校庭の桜の花も咲き誇り、いつもと変わらぬ華やかさを見せ、まさしく春爛漫の季節を迎えた、この

よき日、多くのご来賓の皆様、保護者の皆様にご出席いただき、兵庫県立農業高等学校定時制課程、

第 77回入学式をおこなえることを、心から嬉しく思います。ありがとうございます。 

ただ今、入学を許可いたしました、71名の生徒の皆さん、入学おめでとうございます。保護者の皆

様におかれましては、晴れの入学に、心からお祝い申し上げます。  

高校生活の門出にあたり、是非、皆さんの心に刻んでおいてほしいことをお話しします。人間の長い

歴史には、いくつもの時代の節目があります。これまでの小学校、中学校では、新型コロナウイルス感

染症の影響により、学校行事も思うように実施できず、我慢の連続であったと思います。思い通りにな

らない中にあっても、皆さんは先生方と工夫を凝らし、少しでも日常の生活を取り戻すべく、よりよい明

日をめざして乗り越えてきたことでしょう。この「思い通りにならない」ことを工夫し乗り越えていく経験

こそが、成長の原動力となると思います。 

私たち兵庫で暮らす者にとって、決して忘れてはならないものに阪神・淡路大震災からの復興の歴

史があります。今年１月には、阪神・淡路大震災から 30年の節目を迎えましたが、震災直後から若者

がボランティアとして活躍し、食糧を分かち合い、飢えをしのぎながら、新たな時代を作り出すべく若者

たちは覚悟を胸に未来へと歩み出しました。 

次の時代へ飛躍するための原動力となったのは、いつの時代も覚悟を持った若者でありました。明

治維新、戦後からの復興、いつの時代も十分な物資がなく、思い通りにならない状況においても、「分

かち合うこと」でこの困難を乗り越えてきました。 

今、国際情勢に目を向けると、自国の利益を追求する動きが顕著になり、多くの国が経済的な混乱

に直面しています。また、私たちの住む兵庫県においても、他者を貶（おとし）めるような SNSでの誹

謗中傷が後を絶たず、社会全体の不安や分断が増大しています。このような状況下で、皆さんが正し

い判断で他者を思いやる心を貫くことができるかが、重要な課題です。このほか、地球温暖化や少子

高齢化など、一人では解決できないいくつもの課題が目の前にあります。私たちは、過去を振り返るだ

けでなく、未来を語らなければなりません。 

 若者一人一人が、地球の抱える問題や地域で解決すべき問題を考え、その課題に挑戦し続けなけ

ればなりません。未来をどのような世界へと導くのか。その主役は、皆さん一人一人なのです。社会を

守り、社会の中で生きていくためには、決して一人だけで生きていくことはできません。人とつながり、

支え合い、生きているのです。 

「人と人がつながる力」「人と人とをつなぐ力」を高めることを意識し、校訓「ゆたかな情操 たゆまぬ

研鑽」のもと、県立農業高校での高校生活を通して、頭を働かせ、体を動かし、心で感じることを実

践してください。これらの心を大切にし、人生の中で最も情熱的で充実した高校生活にしましょう。 

 定時制課程に入学した皆さんが、仕事終わりの疲れた体を癒す間もなく学びに向かおうとする時、

自分の弱さに負けてしまいそうな時もあるでしょう。そんなあなたの背中を押してくれるのは友達や家

族、先生方なのです。 

 最後になりましたが、保護者の皆様に一言お願い申し上げます。わたくし達、教職員は、お子様が、

生きること、働くこと、学ぶことが人生の中で常に繋がっていくことに気づき、自らの生きる道を、自ら

の力で切り拓いていけるよう、全力で指導に当たって参りますが、お子様の健全な成長を願い、豊か

な個性を育てていくためには、学校と家庭がそれぞれの役割を果たしながらも、相互に補完し合い、

連携を密にしていくことが重要であると存じます。何卒よろしくお願い申し上げます。 

 新入生の皆さんには、働くことを通して未来を主体的に切り拓いて行く人として成長していくことを

心から期待し、式辞といたします。 

 

＜ 校長から保護者の皆様へのお願い ＞  

 学校現場を取り巻く環境が複雑化・多様化する中、より質の高い教育活動を行うために、日々教

職員は情熱を持って勤務しております。そのような中、教職員が心身ともに健康であることが重要で

あり、ご承知のとおり教職員の長時間労働や「働き方」の改善が課題となっています。また、部活動に

ついては、お子様の心身の成長に資することは、よく理解していますが、顧問全てが、その競技等の専

門家ではありません。あくまでも各教科の専門家として採用された教員が、できる範囲で指導をおこ

なっていることから、指導のレベルに差が生じることをご理解ください。さいごに、定時制の教職員の

勤務時間は、午後１時 30 分から午後 10 時までとなっています。ご理解ご協力のほど、どうぞよろし

くお願い申し上げます。 
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          ▲着任式の様子   

 

 

 

 

 

 ▲離任式の様子 

◆入学式 
 4月 9日 穏やかな春の日差しが降り注ぐ中、令和７年度第 78

回入学式が挙行されました。 

式では入学者 71名が担任から一人一人呼名され、新入生代表

が壇上に上がり力強く宣誓を行いました。 

 入学生たちは、本校の歴史と伝統を受け継ぎ、更なる発展に向

け、向上心をもって頑張ってくれることでしょう。 

 

◆４／１４(月) ３年奉仕活動① 

今年も奉仕活動が始まりました。奉仕活動では学校周辺のゴミ

拾い、地域の公園清掃に参加するとともに、生徒たち自ら清掃の計

画を立てる活動を行います。この活動を通じて奉仕の精神を培って

いきます。 今回は近くの公園清掃として雑草抜きや落ち葉掃除を

しました。 

▲入学式の様子 

～着任された先生の紹介～ 
 

村上 悦子  先生（家庭）  【前任】小野工業高校 

名手 一志  先生（数学）   （初任） 

川口 知里  先生（国語）   （初任） 

河原 光知子 先生（数学）  【前任】三木総合高校 

どうぞよろしくお願いします 

～転任された職員の紹介～ 
 

市川  和代  先生（家庭） 【赴任先】小野工業高校 

白須 宏樹  先生（国語） 【赴任先】三木総合高校 

福岡 雄介 先生（数学） 【赴任先】加古川北高校 

お世話になりました。ありがとうございました。 

～学年団～ 

１年  主任   村上 悦子  （家庭）   ２年  主任    松本 圭司 （理科） 

    １組 担任 山口 和也 （理科)          １組 担任 中村 はるか（国語） 

   ２組 担任 伊藤  健  （数学）         ２組 担任 谷川 耕平 （地公） 

   ３組 担任 鎌田 まいこ（英語）      副担任   河原 光知子（数学） 

   副担任 名手 一志  （数学） 

   副担任 溝渕 輝美  （実習助手) 

 

３年  主任    松島 一夫 （地歴公民） ４年  主任   寺野 光宏 （保健体育） 

１組 担任 山下 将弘 （英語）      担任  川口 知里 （国語） 

２組 担任 井上 輝亮 （国語）  

副担任 小川 敏文 （数学） 
 

▲奉仕活動の様子 

５月の行事予定 

 

5/1（木） 全校集会 

5/2（金） 生徒総会 

5/8（木） ２・３年生 内科健診 

5/9（金） ２・３年生 歯科健診 

5/12（月） 尿検査（１日目） 

5/13（火） 尿検査（２日目） 

5/14（水） ＣＣ③（※下の「ＣＣとは」をご参照ください） 

5/15（木） 短縮授業１・２限、３年奉仕活動③ 

5/16（金）～5/21（水）中間考査 

5/22（木）短縮授業０・５限なし 

5/23（金）～5/28（水）個別面談期間（短縮授業０・５限なし） 

5/23（金）２～４年生進路行事「職業人インタビュー」 

5/26（月）防災避難訓練①（火災） 

5/27（火）３年奉仕活動④ 

5/28（水）ＣＣ④。尿検査二次 

5/30（金）授業参観（短縮特別時間割１・２限のみ）、保護者会 

 

～キャンパスカウンセリング（ＣＣ）とは～ 

心理カウンセラーの先生に学校に来ていただき、悩み事を相談できる制度です。生徒はもちろ

ん、保護者の方もご利用いただけます。先生に相談しにくいことや、誰かに聞いてもらいたいこと、

日頃の悩みなどを相談することができます。悩みを吐き出せないな、しんどいなと思ったら利用して

みてください。女性の先生と男性の先生の２人が来て下さいますので、同性の先生に相談すること

ができます。 


